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概要 
本研究では，比喩的思考と創造性の関係を検証する

ことを目的とし，抽象的画像を用いた画像説明課題を

用いた実験を実施し，課題遂行中の脳波を測定した．

画像説明課題では，提示された抽象的画像の形に関す

る説明を求める比喩的思考条件と，色についての説明

を求める字義通り思考条件を設け，α波に関し条件間

で比較した．その結果，創造的思考における前頭葉の

関与の左右での違いと比喩的思考の関係が示唆された． 
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1. はじめに 

創造性に関する脳波を調査した研究では，単語連想

課題，代替用途課題のどちらにおいても一般的な解を

見つける収束条件と比較し，一般的でない解を見つけ

る発散条件において，より強いα波が見られると報告

されている[1]．代替用途課題において，創造性の高い
参加者は思考過程において，α波の強さに U字型の時
間変化が見られ，中盤に減少した後，後半に増加する

傾向が示された[2]，一方，創造的なアイデア生成にお
いて右前頭葉におけるα波の強さの増加が報告されて

いる[3]．概念融合や比喩的な組み合わせが，創造性を
活性化させると指摘されている[3]．しかし，比喩生成
と創造性の関係性に関する脳波を用いた検討は少ない．

そこで，本研究では比喩生成が創造性を活性化し，α

波を増加させるのではないかと考え．この仮説を検証

するため，抽象的画像に対する比喩生成を対象とした

脳波計測実験を実施した．画像に対する説明生成課題

を用いた実験結果 [4]から，比喩表現の多くが画像の形
についての説明に用いられており，色についての説明

にはあまり比喩表現が用いられないことがわかってい

る．そこで，提示された抽象的画像の形に関する説明

を求める比喩的思考条件と，色についての説明を求め

る字義通り思考条件における脳波を比較することで，

比喩的思考と創造性の関係について検討を行った． 

2. 方法 

2.1 方法 

本研究では男性 11 人，平均年齢 20.82 が参加した．
被験者の全員が日本語を母語とし，右利きであること，

また，健康であり，現在治療中の疾患がなく，服薬治

療を受けておらず知覚，聴覚ともに障害がないことを

条件にした．また，参加者は脳波計測前に書面でイン

フォームドコンセントを取得した． 
脳波は 32 個の電極を 10-20 システムに従って配置し
測定した．参照電極は耳介に置いた．脳波のインピー

ダンスは概ね 10kΩ以下に保った． 
参加者に抽象的画像を提示し，画面に提示された画

像について，口頭で色または形について説明してもら

った．画像には Shutterstock から購入したカラー画像 16 
枚を使用した．各試行では，まず fixation cross を 10 秒
間表示した後，「色」または「形」と書かれた画像を 5
秒間提示した[図1]．その後，背景が黒の状態の画像を 
30 秒間表示し，この間は表示された画像に関する情報
を黙って考えてもらった．直前に表示された文字が

 
図 1．画像説明課題 
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「色」であった場合はその画像の色について，直前に

表示された文字が「形」であった場合はその画像の形

について考えて貰った．その後背景が黒から灰色に変

わった状態の画像を 10秒間表示しこの間に先ほど考え
て貰った説明を口頭で回答してもらった．その後また 
fixation cross を表示した．この試行は，刺激画像 16 種
に対し，色条件 8回，形条件 8回の合計 16回行った．
刺激画像の組み合わせ，提示順はランダムに決定した．

実験で集められた回答は，色条件が88件，形条件では
1件の無回答を除き 87件となった．これらの回答を，
実験者2名で分類した結果，色条件の88件中86件で，
字義通り表現のみが使われており，形条件の87件中87
件で比喩表現が使われていることを確認し，それらを

解析対象とした． 
 

2.2 回答の分類 

作成された回答は，実験者 2名によって，字義通り
の説明と比喩的な説明に分類された．何か物体になぞ

らえた表現（例：蝶のような）が含まれる説明を比喩

表現とした．2 人の評価者間で回答の分類に差があっ
た場合は，再び議論し比喩かどうかの分類を行った． 

2.3 脳波データ 

脳波のデータは Matlab ツールボックスの脳波解析ソ
フト EEGLAB を用いて定量化した．上限値を 30Hz，
下限値を 1Hz としてフィルタリングを行い，ベースラ
インは fixation cross 表示後 1000ms 後から表示終了 
1000ms 前までとし，解析対象は背景が黒の刺激画像提
示後 1000ms 後から表示終了 2000ms 前までとした．
window 幅は 1秒とした． 
抽出した脳波データに対し時間周波数解析を行い， 

lowα波（8Hz から 11Hz）と high α波（12Hz から 13Hz）
を対象として分析を行った．推定された lowα波，high 
α波に関し，解析対象時間を前中後に分割するととも

に，左右半球，7 つのエリア(AF(Fp1,AF3), F(F7,F3), 
FC(FC1,FC5), CT(T7,C3), CP(CP1,CP5), PT(P7,P3), 
PO(PO3,O1))に関し lowα波と high α波パワー変化の平
均値を求めた． 

3. 結果 

3.1 回答結果 

脳波計測実験で集めることができた回答は色条件が 
88 件であり，形条件では 1 件の無回答があったため 87 
件となった．これらの回答を実験者 2 人で回答の分類
を行った結果色条件の 88 件中 86 件で字義通り表現が
使われており，形条件の 87 件中 87 件で比喩表現が使
われていた．この色条件の 86 件，形条件の 87 件を対
象に脳波解析を行った． 

3.2 脳波解析 

lowα波と high α波の結果（図 2）に対し，条件（色，
形），左右，エリア，時間（前中後）に関する4要因分
散分析（球面性の検定に基づく Greenhouse-Geisser法に
よる補正を含む）を行った．その結果，条件に関し，

high α波，low α波ともに，10％レベルで条件と脳の
左右の交互作用が見られた（high: F(1,10)=4.25，p< .1, 
𝜂! = .003; low:F(1, 10)=3.56，p< .1,  𝜂! = .004）．Holm法
を用いて多重比較を行った結果，high α波が左脳にお
いて色条件に比べ形条件で弱いという有意傾向

（p< .1）， high α波，low α波ともに，形条件において
右脳と比較し左脳において弱いという傾向が見られた

（high: p< .1; low: p< .05）. 
また，10％レベルで high α波で条件と脳のエリアの
交互作用が見られた（high:F(1.39, 13.9)=2.98，p< .1, 𝜂! =

 
 

図 2．lowα波と high α波 
（横軸：時間，縦軸：パワー変化） 
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.007）．多重比較を行ったところ， AFにおいて有意に
形条件で弱く（high:F(1, 10)=5.13，p< .05），形条件にお
いて F, FC, CT, CPと比較しAFで有意に弱く（p< .05），
CTと比較しFCにおいて有意に弱い（p< .05）という結
果が得られた． 

4. まとめ 

字義通り思考と比べ比喩的思考におけるα波の増加

はみられなかった．しかし，比喩的思考ではα波が前

頭葉において右脳と比較して左脳において弱く，字義

通り思考ではそのような左右，エリアにおける違いは

見られなかった．この結果は，創造的アイデア生成に

おけるとα波の右前頭葉における増加[3]として報告さ
れている創造的思考における前頭葉の関与の左右での

違いと比喩的思考の関係を示唆するものであると考え

ることができる．しかし，各条件での試行数が少ない

などの問題点があるため，今後の課題として，追加実

験を行うことでより詳細な検討を行う予定である． 
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